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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期
第２四半期
連結累計期間

第81期
第２四半期
累計期間

第80期
第２四半期
連結会計期間

第81期
第２四半期
会計期間

第80期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

完成工事高（千円） 6,643,54711,525,2773,494,6915,188,38018,167,219

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△164,496 275,715△27,131 26,009 175,650

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△408,394 266,455△316,564 21,379△626,002

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 5,178,7125,178,7125,178,712

発行済株式総数（千株） － －　 22,375 22,375 22,375

純資産額（千円） － － 15,322,76615,240,52114,628,539

総資産額（千円） － － 25,983,49826,238,16829,108,025

１株当たり純資産額（円） － － 694.63 690.97 663.15

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△18.51 12.07 △14.35 0.96 △28.37

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 1.5 1.5 1.5 1.5 3.0

自己資本比率（％） － － 59.0 58.1 50.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,725,632△817,534 － － △2,258,600

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
888,183 112,373 － － 703,489

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△167,124△943,553 － － 1,741,055

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,402,293898,7822,592,811

従業員数（人） － － 291 294 293

　（注）１．第81期は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期累計（会計）期間及び前事業年度に代

えて前第２四半期連結累計（会計）期間及び前連結会計年度について記載しております。　

３．完成工事高には消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

４．第81期第２四半期累計（会計）期間の持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載してお

りません。また、第80期まで連結財務諸表を作成しているため、第80期第２四半期連結累計（会計）期間及び

第80期の持分法を適用した場合の投資利益は記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　　

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 294 　

（注）　従業員数は就業人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

橋梁部門（千円） 3,687,902

鉄構部門（千円） 1,385,664

合計（千円） 5,073,566

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期会計期間においては四半期財務諸表を作成しておりませんので、前年同四半期との比較は行っ

ておりません。

　

（2）受注状況

　当第２四半期会計期間の受注状況を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

橋梁部門 1,470,51116,365,826

鉄構部門 2,333,3704,082,214

合計 3,803,88120,448,040

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．前第２四半期会計期間においては四半期財務諸表を作成しておりませんので、前年同四半期との比較は行っ

ておりません。

　

（3）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

橋梁部門（千円） 3,418,895

鉄構部門（千円） 1,769,485

合計（千円） 5,188,380

（注）１．当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次

のとおりであります。

相手先

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％）

大成建設㈱ 672,934 13.0

国土交通省 646,006 12.5

東日本高速道路㈱ 603,438 11.6

２．前第２四半期会計期間においては四半期財務諸表を作成しておりませんので、前年同四半期との比較は行っ

ておりません。　

３．本表の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。また、当社は、前第

２四半期会計期間においては四半期財務諸表を作成しておりませんので、前年同四半期との対比は記載しておりませ

ん。

（1）業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、在庫調整の進展や輸出の増加、政府の経済対策の効果などにより、景

気の悪化には歯止めがかかったものの、先行きは不透明なまま推移いたしました。

　橋梁事業におきましては、景気対策としての公共事業の前倒し発注がありましたが、政権交代に伴い今後の発注量の

増加が期待できないことから、各社受注量の確保に向けての競争が激化し、厳しい状況が続きました。鉄構事業でも実

体経済の悪化を受けた需要の縮小は回復せず、受注量の確保及び採算面とも厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のもとで、当社は平成20年５月に策定した「再生中期経営計画」２年目の目標達成に向け、会社の

総力を挙げて取り組みました。

この結果、当第２四半期会計期間の売上高は5,188,380千円となり、損益面では、営業利益24,670千円、経常利益

26,009千円、四半期純利益21,379千円を計上することができました。

事業別の売上及び受注の状況は以下のとおりであります。

　橋梁事業におきましては、当第２四半期会計期間の受注高は1,470,511千円、売上高は3,418,895千円、受注残高は

16,365,826千円となりました。

　鉄構事業におきましては、当第２四半期会計期間の受注高は2,333,370千円、売上高は1,769,485千円、受注残高は

4,082,214千円となりました。

　この結果、当社全体の当第２四半期会計期間の受注高は3,803,881千円、売上高は5,188,380千円、受注残高は

20,448,040千円となりました。

　当第２四半期会計期間末の総資産は、26,238,168千円で前事業年度末比2,841,639千円の減少となりました。その主

な要因は現金預金と未成工事支出金の減少によるものであります。負債は、前事業年度末比3,451,800千円減少し、

10,997,647千円となりました。主な要因は支払手形・工事未払金と短期借入金の減少によるものであります。純資産

は利益剰余金とその他有価証券評価差額金の増加により、前事業年度末比610,161千円増加し、15,240,521千円となり

ました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、898,782千円となり、前四半期

会計期間末と比較し1,268,411千円の減少となりました。

　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は2,093,022千円となりました。これは主に、未成工事支出金の減少がありましたが、売

上債権が増加し、仕入債務、未成工事受入金、工事損失引当金が減少したためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果得た資金は28,821千円となりました。これは主に、投資有価証券の売却による収入が、投資有価証券

の取得による支出を上回ったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得た資金は795,789千円となりました。これは主に、短期借入金の増加によるものであります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。　

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社法

施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

株式会社の支配に関する基本方針について

①　会社の支配に関する基本方針の内容

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価値ひい

ては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者であるべきと考えております。

　そして、当社の企業価値及び株主共同の利益を最大化していくためには、中長期的な観点から、当社の企業価値を

生み出す源泉を育て、強化していくことがもっとも重要であって、当社の財務及び事業の方針は、このような認識を

基礎として決定される必要があるものと考えております。

②　当社を取り巻く経営環境と今後の取組み

　当社の主力事業である橋梁事業を取り巻く環境は、国及び地方自治体の厳しい財政状況を背景として発注量の減

少が続いておりますが、受注価格面では、総合評価落札方式の拡充によって低価格競争に歯止めが掛かってまいり

ました。当面は、景気対策としての公共事業の増加や前倒し需要が期待できるものの、受注競争は一層厳しくなると

予想されます。橋梁業界では、受注競争力を高めるため、総合的な技術提案力を強化しているほか、橋梁の長寿命化

対策及び保全・補修工事に注目しております。一方、鉄構事業は、実体経済の悪化を受けて設備投資の延期や抑制が

強まるなどから、発注量の減少は避けられず、加えて厳しい価格競争も展開されると予想されます。

　このような状況のもと、当社は、平成20年５月に収益確保を最優先課題とした「再生中期経営計画」を発表し、目

標達成に向けて全社を挙げて取組んでおります。橋梁事業では、平成20年10月に新設した総合評価落札方式による

入札対応を専門に行う「技術提案室」が、常に客先ニーズを的確に把握し高い技術点評価の獲得を目指すととも

に、和歌山工場が保有している大型岸壁や自動化された大型設備の優位性を最大限活用できるよう大型物件を中心

に選別受注を行っております。また、鉄構事業では、受注確保のために主要受注先である大手建設会社との関係強化

を図ることに加え、当社が得意とするトラス構造物の受注開拓に努めております。

　今後も、長期の事業継続のため企業の原点に立ち戻り、「総合力による受注の拡大と収益の向上」、「安全の徹底

と品質の確保」、「継続的改善活動による生産性の向上」及び「内部統制システムの有効活用」を基本方針とし

て、安定した受注量の確保と採算性を重視した選別受注に努めるとともに、工場の生産効率の向上や架設現場の採

算性の改善を継続的に実施して、「再生中期経営計画」の最終年度である平成23年３月期の目標数値の必達を目指

します。

③　会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針が支配されることを防止

するための取組み

　当社は、会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配さ

れることを防止するための取組みとして、平成21年６月25日開催の第80期定時株主総会において、有効期間を平成

22年に開催される当社定時株主総会の終結の時までとする平時における「当社株式の大規模買付行為への対応方

針（買収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）を承認いただき導入しております。　

④　本プランが基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当社役員の地位の維持を目的とす

るものでないことについて

  本プランは、基本方針の考え方並びに平成17年５月27日に法務省及び経済産業省から公表された「企業価値・株

主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」及び東京証券取引所の適時開示規則に沿って設

計され、これにより、当社株主及び投資家の皆様は適切な投資判断を行うことができますので、本プランが当社の企

業価値・株主共同の利益を損なうものではなく、むしろその利益に資するものであると考えます。

  また、本プランは、不適切な大規模買付行為に対して、当社取締役会が対抗措置を発動する場合を事前かつ詳細に

開示しており、当社取締役会による対抗措置の発動は本プランの規定に従って行われます。さらに、大規模買付行為

に関して当社取締役会が評価、検討、代替案の提示、大規模買付者との交渉または対抗措置の発動を行う際には、外

部の専門家等からの助言を得るとともに、当社経営陣から独立した外部の有識者と社外監査役から構成される独立

委員会の意見を最大限尊重するものとし、独立委員会は、当社取締役の利益をはかることを目的とした助言・勧告

を行ってはならないこととしております。このように本プランには、当社取締役会による適正な運用を担保するた

めの手続も盛り込まれています。

　以上から、本プランが当社役員の地位の維持を目的とするものではないことは明らかであると考えております。
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（4）研究開発活動　

　当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、10,121千円であります。

　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった設備の新設、除却等について、変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 65,600,000

計 65,600,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,375,865 22,375,865

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元株式数1,000株

計 22,375,865 22,375,865 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

平成21年９月30日
－ 22,375,865 － 5,178,712 － 4,608,706

　

EDINET提出書類

高田機工株式会社(E01373)

四半期報告書

 9/30



（５）【大株主の状況】

　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

MORGAN STANLEY & CO.INC

（常任代理人モルガン・ス

タンレー証券㈱）

1585 BROADWAY NEW YORK,NEW YORK 10036,　

U.S.A

（東京都渋谷区恵比寿４丁目20－３)

2,309　 10.32

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 1,336　 5.97

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社（信託

口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,030　 4.60

新日本製鐵株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目６番１号 1,000　 4.47

NORTHERN TRUST CO.(AVFC)

SUB A/C NON TREATY

（常任代理人香港上海銀行

東京支店）

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14

5NT UK

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

1,000　 4.47

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２－３ 915　 4.09

株式会社奥村組 大阪市阿倍野区松崎町２丁目２－２ 888　 3.97

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 東京都中央区日本橋１丁目４－１ 810　 3.62

株式会社紀陽銀行 和歌山県和歌山市本町１丁目35番地 586　 2.62

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 502　 2.25

計 － 10,377　 46.38　

　（注）　リバティー・スクェア・アセット・マネジメント・エル・ピーから、平成21年９月30日付の変更報告書の写しの

送付があり、平成21年９月24日現在で3,640千株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第

２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めており

ません。

なお、リバティー・スクェア・アセット・マネジメント・エル・ピーの変更報告書の写しの内容は以下のとお

りであります。

大量保有者　　　　　　　　　　　　　　リバティー・スクェア・アセット・マネジメント・エル・ピー

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　CORPORATION TRUST CENTER,1209 ORANGE STREET,COUNTY OF NEWCASTLE,

WILMINGTON,DELAWARE 19801,U.S.A　

保有株券等の数　　　　　　　　　　　　株式　3,640,000株

株券等保有割合　　　　　　　　　　　　16.27％
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

　
319,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,926,000 21,926 同上

単元未満株式
普通株式

　
130,865 － －

発行済株式総数 22,375,865 － －

総株主の議決権 － 21,926 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

高田機工株式会社
大阪市浪速区難波中

２丁目10番70号
319,000 － 319,000 1.4

計 － 319,000 － 319,000 1.4

 　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 196 240 266 269 280 261

最低（円） 170 172 215 233 250 190

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設

省令第14号）に準じて作成しております。

 

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14

号）に準じて作成しております。

 

(3）前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は四半期財務諸表を作成していないため、前第２四半期会計期間

（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期損益計算書並びに前第２四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書に代えて、

前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結損益計算書並びに

前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半

期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、連結子会社である高田エンジニアリング株式会社が平成21年６月30日に清算結了し、連結子会社がなくなっ

たため、当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）については、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】
【当第２四半期会計期間末】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,098,782

受取手形・完成工事未収入金 9,720,329

未成工事支出金 1,268,376

材料貯蔵品 1,894

その他 223,774

貸倒引当金 △36,500

流動資産合計 12,276,656

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 4,321,716

減価償却累計額 △2,861,694

建物・構築物（純額） 1,460,022

機械・運搬具 3,449,521

減価償却累計額 △2,932,758

機械・運搬具（純額） 516,763

土地 5,641,056

その他 906,106

減価償却累計額 △835,413

その他（純額） 70,692

有形固定資産計 7,688,534

無形固定資産

ソフトウエア 74,546

ソフトウエア仮勘定 28,677

その他 9,155

無形固定資産計 112,379

投資その他の資産

投資有価証券 5,293,927

従業員に対する長期貸付金 127,145

その他 833,525

貸倒引当金 △94,000

投資その他の資産計 6,160,597

固定資産合計 13,961,511

資産合計 26,238,168
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 3,881,999

短期借入金 2,200,000

未払法人税等 24,215

未成工事受入金 2,822,274

賞与引当金 140,480

工事損失引当金 458,745

その他 632,981

流動負債合計 10,160,697

固定負債

長期借入金 500,000

長期未払金 76,134

退職給付引当金 260,814

固定負債合計 836,949

負債合計 10,997,647

純資産の部

株主資本

資本金 5,178,712

資本剰余金 4,608,706

利益剰余金 5,678,821

自己株式 △138,499

株主資本合計 15,327,740

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △87,218

評価・換算差額等合計 △87,218

純資産合計 15,240,521

負債純資産合計 26,238,168
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【前連結会計年度末】
（単位：千円）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,692,811

受取手形・完成工事未収入金 8,840,982

未成工事支出金 3,201,074

材料貯蔵品 1,564

その他 547,350

貸倒引当金 △34,398

流動資産合計 15,249,384

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 4,321,086

減価償却累計額 △2,810,770

建物・構築物（純額） 1,510,316

機械・運搬具 3,440,115

減価償却累計額 △2,869,912

機械・運搬具（純額） 570,202

土地 5,641,056

その他 912,019

減価償却累計額 △832,872

その他（純額） 79,146

有形固定資産計 7,800,721

無形固定資産

ソフトウエア 24,138

ソフトウエア仮勘定 83,477

その他 9,175

無形固定資産計 116,792

投資その他の資産

投資有価証券 4,984,505

長期貸付金 135,881

その他 914,740

貸倒引当金 △94,000

投資その他の資産計 5,941,126

固定資産合計 13,858,641

資産合計 29,108,025
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（単位：千円）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 5,409,140

短期借入金 3,110,000

未払法人税等 32,144

未成工事受入金 3,297,789

賞与引当金 132,120

工事損失引当金 964,249

その他 628,991

流動負債合計 13,574,434

固定負債

長期借入金 500,000

長期未払金 120,360

退職給付引当金 284,691

固定負債合計 905,051

負債合計 14,479,486

純資産の部

株主資本

資本金 5,178,712

資本剰余金 4,608,706

利益剰余金 5,443,632

自己株式 △137,980

株主資本合計 15,093,070

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △464,531

評価・換算差額等合計 △464,531

純資産合計 14,628,539

負債純資産合計 29,108,025
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（２）【四半期損益計算書】
【前第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

完成工事高 ※
 6,643,547

完成工事原価 6,266,021

完成工事総利益 377,525

販売費及び一般管理費

役員報酬 90,036

従業員給料手当 182,233

賞与引当金繰入額 33,315

退職給付引当金繰入額 9,701

通信交通費 37,309

貸倒引当金繰入額 15,128

その他 210,133

販売費及び一般管理費合計 577,858

営業損失（△） △200,332

営業外収益

受取利息 19,119

受取配当金 39,311

その他 36,179

営業外収益合計 94,610

営業外費用

支払利息 9,292

固定資産除却損 14,161

その他 35,320

営業外費用合計 58,774

経常損失（△） △164,496

特別利益

投資有価証券売却益 196,610

特別利益合計 196,610

特別損失

投資有価証券評価損 430,640

特別損失合計 430,640

税金等調整前四半期純損失（△） △398,527

法人税、住民税及び事業税 9,867

法人税等合計 9,867

四半期純損失（△） △408,394
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【当第２四半期累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

完成工事高 11,525,277

完成工事原価 10,688,666

完成工事総利益 836,610

販売費及び一般管理費

役員報酬 86,373

従業員給料手当 198,800

賞与引当金繰入額 39,065

退職給付引当金繰入額 14,351

通信交通費 38,772

貸倒引当金繰入額 2,600

雑費 210,237

販売費及び一般管理費合計 590,201

営業利益 246,409

営業外収益

受取利息 24,561

受取配当金 25,270

その他 25,492

営業外収益合計 75,324

営業外費用

支払利息 21,824

投資有価証券評価損 9,367

その他 14,825

営業外費用合計 46,017

経常利益 275,715

税引前四半期純利益 275,715

法人税、住民税及び事業税 9,260

法人税等合計 9,260

四半期純利益 266,455
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【前第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

完成工事高 ※
 3,494,691

完成工事原価 3,230,744

完成工事総利益 263,947

販売費及び一般管理費

役員報酬 43,128

従業員給料手当 89,405

賞与引当金繰入額 19,989

退職給付引当金繰入額 4,608

通信交通費 17,744

貸倒引当金繰入額 5,247

その他 100,950

販売費及び一般管理費合計 281,073

営業損失（△） △17,126

営業外収益

受取利息 10,743

受取配当金 781

仕入割引 6,418

物品売却益 7,720

その他 2,332

営業外収益合計 27,996

営業外費用

支払利息 7,652

その他 30,349

営業外費用合計 38,001

経常損失（△） △27,131

特別利益

投資有価証券売却益 133,325

特別利益合計 133,325

特別損失

投資有価証券評価損 417,824

特別損失合計 417,824

税金等調整前四半期純損失（△） △311,630

法人税、住民税及び事業税 4,933

法人税等合計 4,933

四半期純損失（△） △316,564
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【当第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

完成工事高 5,188,380

完成工事原価 4,873,222

完成工事総利益 315,158

販売費及び一般管理費

役員報酬 43,542

従業員給料手当 97,532

賞与引当金繰入額 23,937

退職給付引当金繰入額 7,509

通信交通費 18,428

貸倒引当金繰入額 2,600

雑費 96,938

販売費及び一般管理費合計 290,487

営業利益 24,670

営業外収益

受取利息 19,689

受取配当金 542

その他 8,465

営業外収益合計 28,697

営業外費用

支払利息 9,003

投資有価証券評価損 9,367

その他 8,988

営業外費用合計 27,358

経常利益 26,009

税引前四半期純利益 26,009

法人税、住民税及び事業税 4,630

法人税等合計 4,630

四半期純利益 21,379
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
【前第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △398,527

減価償却費 152,902

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,128

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,805

工事損失引当金の増減額（△は減少） △743,161

退職給付引当金の増減額（△は減少） △51,056

固定資産除売却損益（△は益） 14,161

受取利息及び受取配当金 △58,431

支払利息 9,292

投資有価証券売却損益（△は益） △194,042

投資有価証券評価損益（△は益） 430,640

売上債権の増減額（△は増加） 323,359

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △1,296,936

仕入債務の増減額（△は減少） 596,417

未成工事受入金の増減額（△は減少） △559,809

その他の流動負債の増減額（△は減少） 29,041

その他 △21,515

小計 △1,759,342

利息及び配当金の受取額 63,805

利息の支払額 △9,292

法人税等の支払額 △20,803

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,725,632

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000

投資有価証券の取得による支出 △79,694

投資有価証券の売却による収入 1,045,364

有形固定資産の取得による支出 △160,630

有形固定資産の売却による収入 11

無形固定資産の取得による支出 △17,017

その他 150

投資活動によるキャッシュ・フロー 888,183

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △111,182

配当金の支払額 △55,227

自己株式の取得による支出 △879

自己株式の売却による収入 164

財務活動によるキャッシュ・フロー △167,124

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,004,573

現金及び現金同等物の期首残高 2,406,867

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,402,293
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【当第２四半期累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 275,715

減価償却費 134,513

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,600

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,360

工事損失引当金の増減額（△は減少） △505,503

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,876

長期未払金の増減額（△は減少） △44,226

受取利息及び受取配当金 △49,831

支払利息 21,824

投資有価証券評価損益（△は益） 9,367

売上債権の増減額（△は増加） △952,217

未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,933,787

仕入債務の増減額（△は減少） △1,503,128

未成工事受入金の増減額（△は減少） △475,514

その他の流動資産の増減額（△は増加） 418,894

その他の流動負債の増減額（△は減少） 146,594

その他 △102,181

小計 △704,820

利息及び配当金の受取額 47,965

利息の支払額 △17,226

損害賠償金の支払額 △124,943

法人税等の支払額 △18,509

営業活動によるキャッシュ・フロー △817,534

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000

定期預金の払戻による収入 100,000

投資有価証券の取得による支出 △137,378

投資有価証券の売却による収入 188,193

有形固定資産の取得による支出 △22,117

無形固定資産の取得による支出 △6,464

短期貸付金の回収による収入 30,000

子会社の清算による収入 60,141

投資活動によるキャッシュ・フロー 112,373

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △910,000

配当金の支払額 △33,034

自己株式の取得による支出 △518

財務活動によるキャッシュ・フロー △943,553

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,648,714

現金及び現金同等物の期首残高 2,547,496

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 898,782
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前

事業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法に

よっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

　　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

※　当社グループの売上高は、契約により工事の完成引渡し

が第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１四

半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における

売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著し

く多くなるといった季節的変動があります。

　

　　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　

※　当社グループの売上高は、契約により工事の完成引渡し

が第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１四

半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における

売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が著し

く多くなるといった季節的変動があります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成20年９月30日現在） 　

 （千円）

現金預金 1,103,949

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△100,000

有価証券のうち３ヶ月以内に償

還期限の到来する短期投資
398,344

現金及び現金同等物 1,402,293

 

　
　

　

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成21年９月30日現在） 　

 （千円）

現金預金 1,098,782

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△200,000

現金及び現金同等物 898,782
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９

月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  22,375,865株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  319,236株

３．配当に関する事項

 （1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月25日

定時株主総会
普通株式 33,088 1.5平成21年３月31日平成21年６月26日利益剰余金

　

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな

るもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月６日

取締役会
普通株式 33,084 1.5平成21年９月30日平成21年12月３日利益剰余金

　　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　当社グループは、鋼構造物（主に橋梁・鉄骨）の設計から製作、現場施工を主事業としておりますが、全セグ

メントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に占める鋼構造物事業の割合がいずれも90％超であるため記

載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

 
当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

　

１株当たり純資産額（円） 690.97 　

　

 
前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　

１株当たり純資産額（円） 663.15 　

　

２．１株当たり四半期純利益金額等又は１株当たり四半期純損失金額等

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

１株当たり四半期純損失金額（円） 18.51 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額（円）
－ 　

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　

四半期純損失（千円） 408,394 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純損失（千円） 408,394 　

期中平均株式数（株） 22,060,415 　

 

項目
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額（円） 12.07 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額（円）
－ 　

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　

四半期純利益（千円） 266,455 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 266,455 　

期中平均株式数（株） 22,057,673 　
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項目
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　

１株当たり四半期純損失金額（円） 14.35 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額（円）
－ 　

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

　

四半期純損失（千円） 316,564 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純損失（千円） 316,564 　

期中平均株式数（株） 22,059,486 　

 

項目
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額（円） 0.96 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額（円）
－ 　

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

　

四半期純利益（千円） 21,379 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 21,379 　

期中平均株式数（株） 22,057,069 　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成21年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………33,084千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………１円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年12月３日

（注）　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月12日
高田機工株式会社
取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 日根野谷　正人　　印

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 黒木　賢一郎　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高

田機工株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日か

ら平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高田機工株式会社及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

高田機工株式会社(E01373)

四半期報告書

29/30



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月11日

高田機工株式会社
取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 日根野谷　正人　　印

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 黒木　賢一郎　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高

田機工株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第81期事業年度の第２四半期会計期間

（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者に

あり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対

して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続

により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、高田機工株式会社の平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお

いて認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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